
































  （1）額の広さ：   広いほど1住宅当たりの敷地面積が広い
  （2） あごの大きさ： 大きいほど貯蓄高が高い
  （3） 口の大きさ：  大きいほど消費支出が多い
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表1．12都道府県のデータ
顔のパラメータ 顔上半分の 顔下半分の離心率 離心率 口 の 幅 目 の 幅 眉の傾き
区分 1住宅当たり 1世帯当たり 消費支出3＝ 住宅敷地価格4〕 男性の実労働
敷地面積1j 貯蓄現在高2j 時間5〕
都道府県 （m2） （千円） （千円） （千円／3．3m2） （時間）
北海 道 264 5082 273．6 118．1 208
山   形 382 4687 293．5 117．5 203
茨   城 440 6821 281．7 164．3 205
束   京 153 8206 309．2 895．9 191
石   川 278 7278 275．0 213．7 200
愛   知 245 8456 287．5 346．4 201
大   阪 126 7190 267．6 551．3 197
島   取 293 6913 282．4 155．6 204
広   ・島 211 6597 291．3 288．5 201
高   知 179 5461 231．1 279，5 20！
福   岡 251 5322 265．5 201，3 198




○①○φ北海道 山形 茨城 東京○◎①○石川 愛知 大阪 鳥取○○○○広鴫 高知 福岡 鹿児島
図1．12都道府県の顔形グラフ（馬場（1988）参照）．
  （4） 目の大きさ：  大きいほど住宅敷地価格が高い














































                 θ5：π（プー1）／（々一1）
を順位ハこ対応する角度とし，ベクトル
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アイテム 性 年齢 油っこ 塩からいもの いもの 労働 最大血圧値（mmHg）
カテゴリー 204060食 食 食 食 ら き 実 推＊ 推舳
男 女 王 壬 王 べ べ べな な べ つ 測 測 測3959 79
個体 い る い る
く い 値 値 値
1 V 〉 〉 〉 〉 124 122．8 122．7
2 〉 V 〉 〉 〉 ！54 142．9 146．1
3 〉 〉 〉 〉 〉 130 129，0 128．8
4 〉 〉 〉 〉 V 168 152．8 154．2
5 〉 〉 〉 〉 〉 134 124．9 125．O
6 V 〉 〉 〉 〉 180 181．0 180．9
7 〉 〉 〉 〉 〉 114 122．8 122．7
8 〉 〉 〉 V 〉 172 175．1 174．7
9 〉 〉 V 〉 〉 120 131．O ！30．4
10 〉 〉 〉 V 〉 176 181．O 180．9
11 〉 〉 〉 V 〉 108 140．7 144．3
12 〉 〉 〉 〉 〉 ユ62 156．6 ユ53．O
13 〉 〉 〉 V 〉 ！23 113．1 112．9
14 〉 〉 〉 V 〉 185 182．7 182．7
15 〉 〉 〉 〉 〉 110 120．9 ユ20．9
16 〉 〉 〉 V V ！68 140．7 144．3
17 〉 〉 〉 V 〉 172 175，1 174．7





一1 0 1 性別・ 一1 0 1油っこいもの
    40－50代    らくきつい     2  20－30イ尤       1 2食べる   食べない60－70代  1   32  1
一1 0 1塩からいもの 一1 0 1 年齢 一1 0 1 労働
図3．アイテム・カテゴリーに与えられる角度．アイテムはレソジの大きい順に左下から右上に
 並べてある（馬場，脇本（1983）参照）、
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図4．数量化の結果のグラフ表現．円周上の目盛は最大血圧値を表わす．矢印は経路αで表わざ



















                 参考文 献
Baba，Y．（1986）．Graphica1ana1ysis of rank data，3助mタ07me〃肋，19，1－15．
馬場康維（1988）．グラフ解析（第3章），『パソコンによるデータ解析（村上，田村編）』，朝倉書店．
馬場康維，脇本和昌（1983）、ベクトル変換を用いた数量化法，統計数理研究所彙報，第30巻2号，67－75．
Chamoff，H．（1973）．The use of faces to represent points in々一dimensional space graphica11y，〃∫λ，
   68，361－368．
